
移動尾瀬自然教室
あなたの学校へ、尾瀬をお届けします

尾瀬の自然のしくみや
自然と人とのつながりから
私たちが自然を守るために
できることなどを学びます。

スライドを中心に
クイズを交えたりワークシートを
使用したりしながら
わかりやすくお話します。

費用・準備
費用の負担はありません。パソコン、教材はこちらで準備します。
電子黒板やスクリーンのある会場のご準備をお願いします。
筆記用具を持参してください。

講師
群馬県や尾瀬保護財団の職員等、尾瀬に様々な形で関わっている人達です。
春～秋のシーズン中は、尾瀬山の鼻ビジターセンターを拠点に活動しています。

【お問合せ・申込み先】群馬県 自然環境課 尾瀬保全推進室
〒371-8570 前橋市大手町1-1-1
電 話 027-226-2881 FAX 027-220-4421
E-mail kanshizen@pref.gunma.lg.jp
※お申込みは実施申込書をご記入の上、メールにてお送りください。
件名の一部に「移動尾瀬」とご入力をお願いいたします。

（募集案内）

詳細は裏面「移動尾瀬自然教室 募集案内」をご覧ください。

実施期間 令和６年１２月１日～令和７年３月３１日
対 象 県内小学校・中学校の各学年



 
◆◇◆令和６年度 移動尾瀬自然教室 募集案内◆◇◆ 

 
移動尾瀬自然教室は、子どもたちの自然や環境に対する意識を高めることを目的とした出前授業で

す。本県を代表する尾瀬の自然のしくみや人との関わり、さらには幅広い視点からの環境保全につい
て楽しく学ぶことができます。 
 
【１ 実施方法】 

各学校へ講師が出向き、スライドを使って授業を進めます。クイズを交えたり、ワークシートを使用
したりしながら、わかりやすくお話します。 

・実施期間 令和６年１２月１日～令和７年３月３１日 
・対  象 県内小学校・中学校の各学年 
・場  所 希望する各学校 
・所要時間 １時限～２時限（２時限分をお勧めします） 
・講  師 群馬県、公益財団法人尾瀬保護財団の職員等 
・費  用 無料（学校側の費用負担はありません。教材も無料配付します。） 
・教  材 スライド、ワークシート、小冊子「尾瀬ミニブック」等 
・そ の 他  実施後アンケートへのご協力をお願いいたします。 

 
【２ 内容】 

次のテーマ例を参照ください。詳細は担当教諭と事前に打ち合わせて決めます。 

 
【３ 実施にあたってのお願い】 

・実施会場 電子黒板やスクリーン、プロジェクター、延長コード等をお貸しいただける場合は、 
ご準備をお願いいたします。スクリーンの場合は、暗幕で暗くできる教室が適してい
ます。 

・対象人数 児童生徒数が多いと声が届きにくいこともあります。１学年の人数が１００名を超え
る場合や複数の学年で希望される場合は、分割して実施等も可能ですのでご相談くだ
さい。 

 
【４ 申込方法】 

実施申込書をご記入の上、表面の申込み先までメールにてお送りください。 
お申込みの際は、件名の一部に「移動尾瀬」とご入力をお願いいたします。 
 
実施申込書は、群馬県ホームページ内「移動尾瀬自然教室（尾瀬学習）」からダウンロードできます。 
※原則として実施希望日の２ヶ月前までにお申込みください。 
※申込多数の場合はお受けできないこともございます。 

 
【５ 尾瀬ネイチャーラーニングを実施する場合の利用】 
 尾瀬ネイチャーラーニングを実施する場合、担当ガイドが別途事前学習を行いますので、移動尾瀬
自然教室の対象となりません。但し、尾瀬ネイチャーラーニングの事後学習として更に深めたい場合
や、尾瀬ネイチャーラーニング実施の前年度に導入学習として移動尾瀬自然教室をご希望の場合は、
お受けできますのでご相談ください。 
 
【お問い合わせ】  
 移動尾瀬自然教室に関する疑問に何でもお答えします。「事前の打ち合わせは？」「授業の雰囲気や
子どもたちの反応は？」等々どうぞお気軽にお問い合わせください。 

尾瀬の自然 
  （例）湿原の成り立ち、尾瀬に生育する動植物とそのつながり、気象・気候の特徴等 
 自然と人との関わり … 尾瀬の歴史的な背景や位置づけ 
  （例）ダムや道路の開発、水質悪化、湿原の裸地化、国立公園、天然記念物 
 自然を守るための取組 
  （例）植生回復作業、木道・トイレ施設整備、交通規制等 
 尾瀬に関わる人々 … 尾瀬に関わる様々な人々の取組を紹介  
  （例）ビジターセンター職員、ボッカさん、山小屋、ボランティア、自然保護団体 
 身近な自然を考える 
  尾瀬を通して、身近な自然をふりかえる 
  環境を守るために自分たちができることを考えるきっかけづくり 
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